
韓国語教材における文法記述の問題点

一日本入学習者のための文法記述の提案一

金蘭美

1 .はじめに

日韓ワー／レドカップをきっかけに近年日本と韓国の交流は盛んになり、経済や政治

を始め、文化的な交流にも8覚ましい変化があった。特に「緑流j と言われている韓

国ブームは音楽やドラマ、映瞬、ファッションやコスメなど、多岐にわたっており、

もはやブームとは震えないほどである。このような影響から韓関諸にも興味を持つ人

が増え、韓国語教育の需要は段々と高まっているのが現状である。しかし、このよう

なニーズに応えるためのこれといった教材がないのも事実である。桂（2005）がし、う

ように「韓国国内で蓄積された韓顕教育の研究成果および開発した教材などが共有で

きていない状況Jが、ブームが始まって 10年が経つ今も、 f量的な成長こそあるとはい

え賀的な面ではまだまだ問題が山積しているように感じる。特に、日本人を対象とし

た韓国語教材の場合、日本語で書かれている以外、日本入学習者にメリットとなるも

のがあまりないのが現状である。

本稿では、日本入学習者のための韓国語教材とは、単に日本語で警かれているだけ

では不十分であることを指摘し、日韓対照研究の観点から、より母語である臼本語の

知識を生かした文法記述の必婆性、およびメリットを主張したい。

さまざまな問題点の中で、比較的学習者に誤用の多いとされるテンス・アスペクト

に関わる文法記述の問題点を取り上げることにする。まずは、初級の割と早い段階で

提出される現在進行形の f-jl'.U斗（ go issda) 1J を取り上げ、次に、初級後半・

中級で導入される動詞現在連体形 r－~ （一neun)Jに言及する。最後に、 r-oトλi(-aseo) J 

を取り上げ、従属節のテンスや文末制捜の文法記述の必要性について述べる。日本で

市販されている教材を対象として、文法記述における問題点を指摘し、日韓対照研究

I本稿におけるローマ字表記は韓国文化観光部告示第2000-8号の基準に従ったも

のである。

-51-



の成果を生かした日本入学習者のための文法記述を提案したいと思う。

2. 先行研究

本節では主に韓国語教材の問題点を指摘している研究を取り上げる。日本入学習者

用の韓国語教材の内容を分析したものとして金へジン（2004）、朴（20ll）、水原・努

(2012）などが挙げられる三いずれも教材分析に関する研究が乏しいことに言及し、

文法項目や内容などについて分析を行っている。

例えば、金へジン（2004）では、韓関諮とお本諮は形態論・統語論・意味論的な面

で類似している反面、相違点も看過できないとし、対照言語学の仮lj街から韓国語教材の

分析を行っている。日韓両言語の使役表現、呼称、副認などを取り上げ、文法に関する

記述が不十分であることを指摘している。特に、 f時制jに関しては、「体言を修飾する

連体形において、過去と現在、米来の時制がはっきり分かれている韓盟諸とは異なり、

日本語の場合は過去と現在形の時制のみである。そのため、動詞の語幹に付いて体設を

修飾する未来連体形 r-（会）己（eul/l)Jの使用はお本入学習者にはあまり馴染みのな

い文法範鴎である。（p.476)J と述べ、時制の違いについてより詳しい記述が必要であ

るとしている。

また、永原・す（2012）では、日本で出版されているテキストを f初級jf中級Jr上

級」のレベル別に取り上げ、文法項目の分析を行っており、レベルごとにどのような

文法項自がポイントとなっているかを調査している。間論文では、多くのテキストで

過去形がかなり後半で扱われているため、十分な練習ができないまま中級に進んでし

まうという問題点を指摘し、過去形をより初級の王手い段階で提示することを提案して

いる。中級のテキストの問題点に関しては、韓国語能力試験の出題傾向等を踏まえ、

現実でのニーズをより綿かく取り入れたテキストが必要であることに言及している。

朴（20ll）でも、教科書の内容をより体系的に構成する必要があることを指摘している。

このように先行研究ではいずれも、韓国語教材の現況を報告し、開題点については

指織しているものの具体的にどのように改善をすれば良いか、についてはあまり触れ

ていない。日本語と韓国語の場合、語／I頂や助詞のみならず持制などの文法体系が類似

していることが多い。そのため、韓国人の日本語学習にはメリットとなることが多く、

実際に他言語母語話者に比べ習得も早いと言われているが、同じことが臼本人の韓関語

学習者にも言えるのではないだろうか。ただし、類似点のみを強調してしては、過剰一

般化などの誤用につながる恐れがある。類似点を強調した方がよい文法項目と、相違点

に関する指導が必要な項混を教師側が矢口っておけば、より効果的な指導が可能になると

2箸者名がハングルの場合、カタカナ表記にしている。また、韓密誇による論文の引用お

よび参考文i歓リストに関しては筆者が翻訳したものを載せている。
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考えられる。しかし、現在、お本入用の韓関語教材の場合、こういった日韓両言語の類

似点や相違点の記述が不十分であり、単純化し過ぎているものが多いように忠われる。

以上を踏まえ、本稿では、日本入学習者により母語の知識を生かしたわかりやすい

文法記述を提案したいと思う。その併として、現在進行を表す補助動詞 f-jl ~斗（－go

issda)J 、動詞の現在連体形語尾r--c （一neun)J、原因・理由の連結諮尾「－0トペ（－aseo)J
を取り上げ、韓国語教材における説明の不合理さ、不十分さを指摘し、韓国語と日本

語との格違点、類似点を生かした説明を試みたい。

、3.分析に用いる教材

取り上げる教材は以下の①～＠の返りであり、なお、これらの教材は、大学や語学

学校等で幅広く使用されているものである。①～④は初級の教材、⑤～③は初・中級

の教材である。

①『カナダKOREANfor Japanes自 初級 1』カナダ韓国語学院（1997)Language Plus 

（改訂 2004年）

＠『基礎から学ぶ韓態語講座 初級』木内明（2004）調書刊行会

③『新・チャレンジ！韓国語』金Ji演玉・阪東千様子（2009）白水社

④『できる緯国語初級 I＜新装版＞JI新大久保語学院・李志岐（2010）郎副主U出版

⑤『カナダ五OREANfor Japanese 初級 2』カナダ韓国語学院（1998)Languag邑Plus

（改言T2003年）

窃『基礎から学ぶ韓国語講座 中級J木内明（2005）臨書刊行会

⑦『もっとチャレンジ！韓国語』金！｜浜玉・ i坂東千津子（2007）白水社

＠『楽しくできる韓国語初級IIJI李志岐・金鎮妓（2006)DEKIRU出版

以下、①～＠をそれぞれ、 uCDカナダ1』、『＠基礎・初JF③新JIu④できる IJ『⑤
カナダ2JI『＠基礎・中』『⑦もっとJJuRできる IIJIと記す。

4.文法記述における問題点および議案

4. 1 現在進行形 f.Jl~ヰ（－go issda) J 

各教材における f-jl ~斗（－go i ssda) Jの説明と問題点を以下にまとめる。紙幅

の関係、から練習問題等と重複するものなど、例文の一部を省略している。

. u①カナダ』第 20課 pp. 163-166 
「～jl ~斗「～ている J ：動詞の語幹について動作が進行中であることを表す
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(p. 164）」

例文として、 「Oト0]7トスト玉1空：11岩yじト（a一igajago iss一seubnid呂）子f共が寝エじ主

1二J、「三こ E1旦以i ミラ士］是含 ~iJI~よ立辻丘（s日叫ibeussin思u

iss一seubnida）ステイ一ブさんは新開を読んでいます」、 f..fl寺 5己λ~ 号外｜ λ7

0ト主主おい］.§.曇 許Jl 試合yヰ ( yojeum doseogwan-eseo aleuba-iteuleul hago 

iss-seubnida）最近、図書館でアルバイトをしエ位主主jが、練習問題では、［司会1号

許Jl司令y斗（hoeuireulhago i tseumnida）会議をしていますj「号今許Jl'll合y斗

(mogyokhago itseumnida）お風目に入っていますJ 、 f 司司王曇 ll~ ♀ユヱ説会y斗

(taegwondoreul baeugo itseumnida) テコンドを習っエ主主主J「司ス陪全斗

_u.立且丘（pyeonjireul sseugo i tseumnida）手紙を誉いエとこ主主jf笹子号 7］斗己］
足立且丘（chingureulgidarigo i tseumnida）友達を待つエ心主主j「君子千司 i詩人同λ－］

唱さトミエ司会叶ヰ（computerhoesaeseo ilhago itseumnida）コンピューター会社で働

いエ心主主jなどが挙げられている。

. w②基礎・初J第 15課 pp. 128-132 

r-JI 'llo-Jil r～しているJ：用舎の語幹に「－Jl'll斗jをつけると、現在進行形の

文になります。語幹のパッチムの有無は関係ありません p.130)J

例としては、「斗λト許Jl試合y叫（sigsahagoiss seubnida）食事しエヒ主主）J 、

時半許ιユ出ヰ（gongbuhagoiss-eo-yo）勉強ムエヒ主主jなどが、練習問題では、
「スl社会委Jl 試合yヰ（ jigab-eul chajgo iss-s日ubnida）財布を探ムエ心主主

主L一一J fスト号斗警 合司詩Jl 'll会y斗 (jadongchaleul unjeonhago 

iss-seubnida）自動車を遂転していますj 「会斗舎を2 試合y斗（eum-ag-eul

deudgo iss-seubnida）音楽を聴い、ていますj f王子咲会 ll~ ♀Jl 'll合y坊っ（mu-eos-eul

bae-ugo iss-seubnikka？）何を習っているんですか→Ell召さ三号 llTI♀Jl 支l合yt:十

(taegwondoleul bae-ugo iss-seubnida）テコンドを習っエピ主主Jなどが挙げられ

ている。

－『③新』第 11諜 pp.73-75 

「「～していますj：動作の進行や状態の継続を表します。語幹末のパッチムの有無

に関係なく語幹にそのままつけます（p.75)J 

例としては、 rA：ス！王子平］古Hil? (jigeum mwohae-yo? ) 今何をしていますか。jに

対し、 rB ：くさ司会 ~i> Jl 'll o-J ..fl （くchaeg-eul ilg)go iss-eo-yo）本を読ん乏に主主J
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「営会 ie:j~よ旦ヰ（bab-eul meoggo iss-eo-yo）ご飯を食ベエと主主」「_g_吟許主

~ ( yolihago iss-eo-yo）料理しエι主_:t_J r oト引いl豆曇古トιユ己主
(aleuba-iteuleul hago iss-eo-yo）アルバイトをしエ心主主Jが挙げられている。

－『④できる I』第 20課 pp. 162-164 

「f-Jl ~01..8..J （翠主進丘：～ています）：現在進行中のことを述べるときは、用言

の語幹に「ーユ1 ~ojJ主j をつけます（p. 164) J 

例としては、「ス｝苦 J同署許斗ヰ丘ヰ（jigeumyolileul hago iss-eo-yo）今、

料理をしエと主主J 「♀吾苛jJ}_oJ］斗叶~回全（ yojeum haggyo-e danigo 

iss-eo一yo）最近学校に過つエ心主主jが挙げられている。

以上、初級教材における f-Jl ~斗（－go issda）」の説明や例文にどのようなもの

があるかを見てきた。それをまとめると、以下の iと誼の返りである。

i.共通して現在進行中、動作が進行中であることを意味するとしている。『③新』

のみで「状態の継続j について言及している（波線部）。

ii .仔iJ文は動作の継続を表すものがほとんどであるが、一部の例文や練習問題には

習慣的や反復的な出来事を表すものが挙げられている（太字）。

しかし、 i . iiのような記述には問題がある。 iの場合、学習者に現在進行中であ

る動作のみに f-Jが使えるという誤解を与えかねない。特に、現夜進行中の動作と

言っておきながら、例には習慣や反復的に行われる出来事など、状態性を帯びるもの

が多数含まれている。状態の継続を表すのは r-Jl ~斗（－go issda) Jの重要な用法

であるが、それに関する記述が見られたのは『③新Jのみである。とはいえ、『③新J
の「状態継続jという記述では f状態継続Jであればすべて「－Jl ~斗（－go issda）」

が使えるという誤解が生じる余地がある。韓国語の場合、「状態継続」には二つの種類

があり、結果残存の状態である場合は「一外試ヰ（－aissda)J というJ31Jの表現形式が

存在する九したがって、「状態の継続j という説明だけでは依然として誤用を招いてし

まう恐れがある。

例えば、次の例（ 1 ）は、 5年ほどの緑国語学習腰念持つある日本入学習者のスピ

ーチから拾った例であるが、この学習者の場合、 f-Jl ~斗（－go issda) Jを「～て

し、る」として理解している様子がうかがえる。｛列（ 1 ）は、主主狩りに行ったときの話

3例えば、 f安安o］ヰ止斗王l(beojkkoch-i pi-eo issda）桜が勝、てし、るj
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で、ど、ニールハウスに f善がたくさんなっていましたJという意味の文である。「惑が

たくさんなっていましたj は状態の継続であるので、 f⑦もっとJのような説明だと

f-Jl '.U斗（－goissda) Jが使えるように思われるが、動作や行為が終わった後にそ

の結果が持続する場合、韓国語では例（ 2）のように「一外公斗（－aissda）」の方が

選ばれるのである。

( 1 ）ネ宮7]7ト没。1宮司王ヱ武官io-] iL 
(ttalgiga manh-i yeolligo iss-eoss-eo-yo) 

( 2）苦7]7ト己主o］霊討対空io-j ..8... 

( ttalgiga m日nh-iyeollyeo iss-eoss-eo-yo) 

（善がたくさんなっていました）

「－Jl'.U斗（－goissda) J = r～ているjでは、例（ 1 ）のような誤用を防ぐこと

は難しく、だからといってレ外対斗（－aissda）」を f一平対斗（－goissda) Jと

開時に導入することも学習者には負担になるだろう。それでは、 f-Jl '.Uヰ（－go

issda) Jの f状態継続jという意味用法をどう説明すると、誤解が生じることなく、

学習者に伝わりやすくなるのだろうか。本稿では、以下のように提案する。

－提案.， : f-Jl '.U斗（－goissda) J は、主に「現在進行Jを表し、日本語の「～て

いるjに相当する。また、 f状態継続Jの意味を表すことがあるが、「習い事、職

業、趣味、習慣j などの習慣的・反復的に行われることを表すときに使う。

上記のように説明をすると f今ご飯を食べていますj「寝ていますJのような現在進

行中の動作と「テコンドを習っていますJ「最近アルバイトをしています」などの「状

態継続Jの違いがよりはっきりし、学習若手の誤用を訪ぐ手助けにもなると考えられる。

4. 2 動窮の褒在遼体形諾尾「一七（－neun)J

形容認の場合は雨言語におけるテンスのずれはない。ここでは動詞の場合を取り上

げる。各教材における動詞の現在連体形の説明を以下にまとめる。

－『⑤カナダ 2~ 第 6 課 pp. 53伺 58

f「～せj：動詞の語幹について現在持母IJを表す連体形語尾。「～'.U斗j 「～鼠斗Jに

は動調の現在連体形「～ミ引を用いる（p.54) J 

例としては、 roい］ 7ト号外斗主斗スト号人ト手借入］ごと（aiga joh ahaneun gwajaleul 

sa jusibsi-o）子供が好き主主お菓子を買ってあげてくださし、j「ユ斗昔。1斗羊吾会
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。ト甘L-J持つ（ geu salam…i saneun jib-eul asibnikka？）その人が住んエヒム家を知っ

ていますかjなどが、練習問題では「号手許主主干λ』（gongbuhaneunhagsaeng）勉

強ムエヒゑ学生j「7］斗局主人トす（gidalineunsalam）待つエ心ゑ人j「iL吾討主主ヰ

(yojeum ilgneun chaeg）最近読ん主主こ五本」「若会吐斗｜λfそ子学許主主］子（gat-eun

ban-eseo gongbuhaneun chingu）間じクラスで勉強しエヒム友達jfオ 7}7l]斗λf

oト主主叫。l三豊きト士二人ト営01;(11主！子宮L-J斗（jeogage-eseo aleuba-iteuleul haneun 

salam-i je chingu-ibnida）あの店でアルバイトをしエとゑ入が私の友達ですjなど

が挙げられている。

. w窃基礎・中J第3諜 pp. 20-25 
「動詞、存在詞1の現在連休日吾幹十~J ・動詞のi主体形は語幹にそがつきます。 f行

ム人」という時には、動詞7｝斗（行く）の語幹7干にそをつけ連体形にします。それ

にλト苦（人）が続き、 7トミラ λト営（行ム人）になります（p.22) J 

例としては、「号外許主会斗 (joh-ah呂n巴uneumsig）好き主食べ物Jr cヰ7］対主人ト営

(yeogi issneun s註lam）ここにじゑ人」「外主人トす（aneunsalam）知っている人J

F斗主召（saneun jib）住ん乏にゑ家j 「 'i~士二せ詩詩（ilgneun manhwachaeg）読ん

手ヒム本Jなどが挙げられている。

－『⑦もっとJ第 1課 pp.8-13 

「「一七J÷l国二している、～するく鯛・存在認の現在連体形〉：悼を修飾し
て、現在進行の動作や習慣、一般的な率実を表します。すでに予定が決まっている

ことにも使えます（p.11) J 

例としては、「司入l号 7］斗司主人トす（taegsileulgidalineun salam）タクシーを

待つエヒゑ人j「スト王子をせ舎斗(jajud日udn巴uneum-ag）よく間いエとゑ音楽jf人i社。1

'.U主人十号（sigan-iissneun salam）時間のあゑ人Jなどが、練習問題では、「ロ！！喧外省

ロいu二対司（maeil achim masineun keopi）毎朝飲ん乏にゑコーヒーですjなどが
挙げられている。

－『＠できる HJ第 1諜 pp. 6-11 
「ーセ 動語の現在連体形（～する÷名詞）：動認が名詞を修飾するときみは連体形

4韓国語の品詞分類の一つ。「'.U斗（issada)J f'il;l斗（eobada)Jで、日本語の fあるjfな
し、Jにあたる。
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が使われます。動調の語幹に fーとJを付けて現在時制を表します。語幹の「己パ

ッチムjは脱溶されます（p.8）」

伊iとしては「をそ斗営（deudneunsalam）聞いている人j 「C吉井号泣せ斗すo]

台工HlL-J斗（yeonghwaleulboneun salam-i eonni-ibnida）映画を見エ上こ主人がお
姉さんです J r '5i省斗l斗主サスト警 o}J.1]J主？ (yeopjib-e saneun namjaleul 

ase-yo？）隣に住んヱヒゑ努の人を知っていますかj などが、練習問題では、 fす合

t:!:l｝二人ト昔o] 3自宅外oJ].B..(bab-eul meogneun salam-i jeonghyeonssi-ye-yo) ご

飯を会ベエ上~人がチョンヒョンさんです j f哲司il:l］司会 1'..j二斗0]7ト；（11

0ト吾o］叶i]Ji. ( tellebijeon-eul boneun a-iga je adeul-i-e-yo）テレビを見エ心ゑ子

が私の怠子ですj などが挙げられている。

以上、韓国語教材における f動認の現在連体形jの説明や例文を見てみた。これを

まとめると、以下のiiiから vの通りである。

iii .共通して「ーを（－neun)Jは動詞の現在連体形としており（波線部）、活用の

仕方を説明しているものがほとんどであるが、それが何を表すかについてはあ

まり言及していない。『⑦もっと』でのみ、その意味用法に関して言及している。

iv.対応する日本語の形式としては「～する＋体言Jや「～している＋体言」が見

られており、『⑦もっとJでは両方を提示している（二重下線部）。例文には、

日本語にすると「～している＋体言」のものが多く見られる。

v. 例文には、現在進行中の動作を表すものの他に、習慣や一般的な事実念表す

ものが多くえられている。ただし、「習慣や一般的な事実jに関する記述がある

のは『⑦もっと』のみである。

上記のように、文法の記述と挙げられている例文に食い違いがあり、このままでは

学習者の混乱を招きやすい。特に、「ーを（－neun)Jに対応する岡本語の形式を「～す

るjのみとしている記述は問題があるように思う。なぜなら、日本語の動詞の「ノレ形」

は、例えば「明日学校に盆ごし人Jのように「未来Jを表すことも可能で、あるからであ

る。一方、韓国語の場合、「Eヰミ二人ト営（meog出血salam)Jは「今食ベエじゑ人」のよ

うに現在進行中の動作や「よく食べる人jのように現在の状態（この場合は人の属性）

を表すことが可能で、日本語とは異なっているのである。さらに、対応する日本語の

形式を「～するj としながら、例文では fーセ（－neun)Jが、「～している」と解釈さ

れるものが多く、これらも混乱を招く原因となっている。さらに、 f現夜進行中j とい

う記述は f今まさに動作をしているj のイメージが強く、 rJi.吾朴正子 .Q..Ol-
℃， ..., 
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(yojeum jaju deudneun eum-ag）最近聞いエじゑ音楽jのような習慣的・反復的な

ことの説明としては適切ではないと思われる。

以上から、 fーで（－neun)Jに対応する日本語の形式を提示するだけでは、さまざま

な問題があり、説明の記述としては不十分であることがわかる。それでは、どのよう

に記述すればいいだろうか。本稿では f動詞現在連体形jの「－－＼＝－Jに対応する日本

語の形式としては「～する、～ているj 在、意味用法としては f習慣的なこと、一般

的なことを表すJを提案する。ただし、 fーで（－neun)Jが持つ現復進行中の動作に関

しては、現在進行中の動作を表す「－jl 11,斗（－goi ssda) Jの連体形「－jl 11,せ（－go

issneun)Jを使えば良いので、混乱を避けるため、ここでは言及しないことが前提と

なる。例えば、「スl音討主導 (jigeumilgneun chaeg）」は fスl号訴斗_ill二詩 (jigeum 

ilggo issneun chaeg)Jに霞き換えられ、両方とも「今読んでいる本jを表すので意

味の差もないのである。以上を踏まえ、本稿では以下のように提案したい。

－提案2:r塁手j詞現在連体形ーとj は日本語の f～する、～している÷体言Jに対応

する。主に f反復的に行われていること、習慣的なこと、一般的な事実Jを表す。

現在進行中の動作の場合は、 r-.:Jl討を（－goi ssneun) ＋体言」を使う。

4. 3 原因・理自の連結語尾 f-0トペ（－aseo)J

各教材における r－叫ん1(aseo) Jに関する記述を以下にまとめる。「－0トペ（aseo)J

には、主に理由を表す用法と先行動作を表す用法の二つの用法があるが、ここでは、

理由を表す用法を中心に述べ、必要に応じ「先行動作Jの用法についても言及する。

. Wcできる I』第 16~菜 pp. 138-143 

「－0ト／01λ？（理由・原臨：～ので）．理由や原因を表す連結語毘で、 r－凸1λ・iJ （語幹

の母音が fト、ムJの場合）または「oi).i J （語幹の母音が「ト、ムj弘企の場合）

で文をつなげます。ただし、過去のことを述べるときはr-oト／叶 λ~J に過去形f一史上／対 j

をつけることはできませんので、気をつけてください（p.140) J 

例としては、「叫普01釜旦丘奇含1-]ヰ（balam-ibul-eoseo chubseubni da）風が吹

いエー寒いです j 「叶平安対旦！］＿ EE 吋匁01ll ( neomu mas-iss-eoseo tto 

meog-eoss eo-yo）とてもおいしくエまた食べました）Jなどが、練習問題としては、

「美当！］＿ ~ 入l曇味。Tll (neuj-eoseo taegsileul tass…eo-yo）遅れエタクシーにの

りました」「唱。1没辻三i叫叫♀（i 1-i manlraseo bappa-yo）仕事が多くエ忙しし、」

などが挙げられている。

内
ペ
U
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・WRカナダ2』第4課 pp. 31-36 

r r～外／oj／ヒヰペj ：前文が後文の「理由・原田jであることな表す連結語尾。

動詞の語幹宋音節の母音が「oト／♀jであるときは「～oトペjが付き、それ以外の母

音のときは「～oiぺjが付き、ぢト斗動詞の場合は「～EヰペJが付く。なお、時帝lj接

尾辞「雪上荻」に「0ト／oj/cヰペJは接続詞ない（p.32）」

例としては、 fきそ当丘ロl'<l脅しJ斗（neuj-eoseomi-anhabnida）遅れエすみませ

んJ f oj A1l 昔スト7］会活 o］♀~当金詐ス］芙設会斗斗（eoje gabjagi sonnim-i 

osyeoseo il-eul haji mos haess-seubnida）昨日、念、iこお客さんが来られエ仕事がで

きませんでしたjなどが、練習問題では f美神社詩司五司令智斗斗（neujge

ieonhwahaeseo ioesonghabnida）電話が遅れエ申し訳ありません」 「昔o] 7トス！

笑到ごま司令脅y斗（gat-igaji moshaeseo joesonghabnida）ご一緒できなくエ申し

訳ありません」などが挙げられている。

－『＠基礎・ cp』第 1課 pp.6 11 

「f～して、～なので（動作の原悶、様態）J：「なので、J、「～してj と理由や板泌を述

べたりするようなときは、用言の[12:豆習にλ？をつけます。また、仰いしてからJ
のように「動作の先行J会意味する表現として使われます（p.8)J 

「原因・様態Jの例としては、 f<lj 外J.1 英 ~y斗（bissaseo mos sabnida）高くて

費えませんj f吋司7} oトエヰペ等合司97-含叶斗（ meoliga apaseo yag-eul 

meog-eoss-seubnida）頭が痛くエ薬を欽みましたJが、「動作の先行Jの例としては

「人］すol]7}:::-i会合公会y斗（siiang-egaseo os-eul sass-seubnida）市場に行つ

エ販を寅いましたj「せ斗辻 0]0"):7］す人］斗（mannaseoi-yagihabsida）会っエ話しまし

ょう」などが挙げられている。練習問題では、 fきそ旦ご土ロ1せ脅し1斗（neuj-eoseo

mi anhabnida）遅れエすみませんj「せ斗::1吐昔合y斗（mannaseobangabseubnida) 

会えエ嬉しいですJ「叫叫::1芙昔q斗（bappas日omos gabnida）忙しくエ行けません」

などが挙げられている。

－『⑦もっとJ第 12果～第2諜 pp, 14 19 

f「－0ト／ojλfj ～なのでく理由＞J ：後続の原因や理由を述べるときにつかいます。

許斗用言の場合は司ぺになります。作り方は 1諜の①と問じですむ後ろに命令形や

勧誘形がくることはできません（p.15) J 

練習問題に、 「会司会 ♀c1J 並ごま 司吾首:Jl..8..(unjeon-eul olae haeseo 

り
ゐ4
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pigonhae-yo）長く運転をし工疲れましたJ fすo]1ilf公泣す斗i号外♀（bang-i

balg-aseo mam-e deul-eo-yo）部屋が明るくエ気に入りましたJ「叶呈ごま外lo-]を含

君。1. ..8.. (deo-woseo e-eokeon-eul kyeoss-eo-yo）暑くてクールを付けましたj な

どが挙げられている。

以上をまとめると、以下のvi• viiの通りである。

vi.原因・理由の f…0トペ（－aseo)Jに対応する日本語の形式は f～（な）のでJ

f～してjである。

vii.過去形と接続できず、後文に「命令形・勧誘形jが来ないという文末制限が

ある。

しかし、以上のような記述のみでは不十分であり、誤用に繋がる恐れがある。まず、

viに関して言えば、対応する日本語形式として「～（な）のでjは適切ではない。な

ぜなら、日本語の「（な）のでj は「過去の「タJ÷のでjのように過去の出来事を述

べることが可能で、あるからである。それに対して、韓国語の r-oトペ（－aseo)Jは過

去形とは接続できないのである。学習者には例（3）のように f…0トペ（－aseo)Jに

過去形を接続する誤用がしばしば見られるが、これは対応する形式を「（な）のでjに

していることによるものが大きい。ニのような誤用を防ぐためには、対応する形式を

「～してj にすべきだろう。日本語の接続助詞「～てJの場合、「－0トペ（－aseo)J同

様、過去形は接続できないため、混同する確率も下がるのではなし、かと患う。これは

文末制限に関する説明にも非常に有効で、あると考えられる。

( 3) ＊叶司7ト2上蓋並丘呼会吋空io-] ..8... 

(meoliga apass-eoseo yag-eul meog-eoss-eo-yo) 

( 4）叶司乃公丑三i叫全斗空io-] ..8... 
(meoliga apaseo yag-eul meog-eoss-eo-yo) 

（頭が痛くエ薬を飲みました）

前述のとおり、文末の制限に関する言及がある教材があまりないのも問題の一つで

ある。『⑤カナダ 2~ F⑦もっと』には文末制限に関する言及があるが、他の教材から

はあまり見られない九例えば、例（ 5）は誤用であるが、誤用の原酒は「命令形・勧

5 『＠できる IJの場合、該当する課には文末制限に隠する言及はないが、『③できる日』
の第 15課の理由表現のまとめには説明がある。
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誘形jの場合は理由を表す表現の「－y弁（一nikka)Jと共起し、 r-oトペ（－aseo)J
とは共起しないことにある。

( 5) ＊ユ守主ヰセ外王子材ロ1ま121三i尋常司王立λ・il.R.. 
(geu yeonghwaneun aju jaemi-iss-eoseo kkog hanbeon base-yo) 

( 6 ）ユ宅詩せ外子材ロ！公£辻丑与を羽且λ~］.R.. 

(geu yeonghwaneun aju jaemi-iss-eunikka kkog hanbeon base-yo) 

（あの映聞はとても面白し、からぜひ一度見てください）

さらに、文末制捜に関する記述と共に共起しやすい表現に憶する記述も必要である

と考えられる。というのも、韓国語の「－0トペ（－aseo)Jは臼本語の理由を表す接続

助詞「～てjと問様、 f社人同ト斗（garnsahada）ありがたし、Jや f司令さトヰ (joesonghada)

申し訳なし、jr71 !:l!:l.斗（gippeuda）嬉しし、Jなど、後文におネしゃ謝罪など感情を表す表

現と共起しやすし、からである。

以上のように、対応する日本語の形式として「（な）ので」ではなく「～して」を用

いることのメリットはかなり多いと思われる。特に、主に旅田・理由を表す r-oトペ

(-aseo) Jの後に導入される「先行動作J用法の「一叫んi(-aseo）」も「（な）のでJ

ではなく「～して」と対応するため、スム…ズにつながることができると思われる。

以上を踏まえ、本稿では r-oトペ（－aseo)Jの記述を以下のように提案する。

－提案3：「－0トペ（－aseo)J は、日本語の f～してJに対応し、 f原田・理由Jと f先

行動作」の用法がある。「原因・理由Jの場合、文末に f命令・依頼・勧誘Jなど、

相手に働きかける表現は使えなしへ理由を表す他の表現との最も大きな違いは、

「社人同ト斗（garnsahada）ありがたし、」や f司令詩斗 (joesonghada）申し訳ないj

r7J !:l!:l.斗（gippeuda）嬉しし、」など、感情を表す表現が使えるということ、過去

形と接続しないということである。

6 「原因・理由j用法に関しては、「～してJと対応すると記述しても、「原因・理由」の
持つ意味の窃から fので」との混同が予想、されるため、文末制限や過去形との接続に関
する記述が必要であると忠、われる。しかし、 f先行動作」の用法の場合は対応する形式

を「～してJにすると、韓国言語と日本語の間でずれがないため、これらの記述は必要な
いと考えられる。
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5. まとめと今後の課題

以上、岡本人を対象とした韓国語教材に、日本語で警かれた以外、韓国語との類似

点や相違点を生かした文法記述が不十分で、不合理的であることを看護認した。また、

その中から「－Jl叫斗（－goissda)J fーで（neun)j r -0トペ（－aseo)Jの三つの文法

項目を取り上げ、文法記述における問題点および、改善策として以下の I～IDを提案

した。

I r -Jl ~斗（－go issda) Jは、主に「現在進行j を表し、日本語の f～てい

るj に相当する。また、「状態継続Jの意味を表すことがあるが、 f習い事、職

業、趣味、習慣Jなどの習慣的・反復的に行われることを表すときに使う。

II .「動詞現在連体形ーで」は日本語の「～する、～している＋体言Jに対応する。

主に「反復的に行われていること、習慣的なこと、一般的な事実Jを表す。現

在進行中の動作の場合は、「－Jl ~せ（－go issneun) ＋体言j を使う。

ID. 「－0トペ（－aseo)Jは、日本語の「～してj に対応し、 f原閤・理由j と f先

行動作jの用法がある。「原因・理由jの場合、文末に「命令・依頼・勧誘jな

ど、相手に働きかける表現は使えない。理由を表す他の表現との最も大きな違

いは、「社人同ト斗（gamsahada）ありがたし、Jや f司令詐斗 (joesonghada）申し

訳なし、j 「 71~斗（gippeuda）嬉しし、」など、感情を表す表現が使えるという

こと、過去形と接続しないということである。

本稿で指摘したのは文法項闘のごく一部に過ぎず、問題は山積していると言えよう。

白線対照研究の蓄積を韓国語教育にも還元し、今後はより日本人が母語である日本語

の知識を利用できるように、教材の記述の仕方な工夫する必要があると思われる。こ

れを実現するためには韓思語教師は韓国語教育に関する知識のみならず、日本語教育

分野にも詳しくなくてはならないと思う。外国語としての韓間語教脊はまだまだ始ま

ったばかりであり、解決すべき課題も非常に多い。今後は日本語教育の成果を韓国語

教育に生かすことの必要性やメリットについても検討していきたいと思う。
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